
 

 

 

 保  安  編  

 

 

 

 

 

 

 



 



第１章 高 圧 ガ ス 保 安           

 

概況 

 高圧ガスは、エネルギー、原料ガスおよび先端技術分野における特殊材料ガ

スなどに利用されるなど、その活用分野は広範囲である。ただし、高圧ガスは

有用な反面、高圧状態であること、さらにガスの種類によって可燃性、支燃性

および毒性などの化学的な特性があるため、大規模な事故や災害を巻き起こす

危険性がある。 

 このため、高圧ガス保安法等の関係法令に基づく許認可や届出義務などによ

る危害予防のための規制があるほか、高圧ガス事業者および高圧ガス保安協会

による自主的な保安活動を促進するための各種の講習会などを通じた保安指導

が実施されている。 

 国内全体での製造事業所の高圧ガスの事故は、平成２３年の１０８３件をピ

ークに、減少傾向が続いていたが平成２８年（９５０件）には再び増加に転じ

た。なお、平成２３年の事故件数については、平成２３年３月１１日に発生し

た東日本大震災の影響で、多くの事故報告がなされたことも増加要因の一つと

考えられる。東日本大震災の影響を除く平成２３年の事故件数は９６６件であ

った。 

なお、事故の内訳で最も多いのが、盗難（平成２８年３７１件、平成２９年

２５４件、平成３０年１５８件）である。 

 一方、高圧ガスのうち一般消費者等への販売にかかる液化石油ガス事故につ

いては、全国で平成１８年は２１９件（前年比＋１１４件）と急激な増加をみ

せ、平成２０年にかけて２００件を超える高水準を維持していたが、平成３０

年は２０６件（前年比＋１３件）である。 

 県は、法令遵守はもとより、講習会、保安検査および立入検査などを定期ま

たは随時に実施し、高圧ガス事業者等に対する指導を行なっている。特に、液

化石油ガス事業者に対しては、ＬＰガス設備の点検・調査および改善などの法

令遵守ならびに事故防止対策の徹底の指導などを通じ、一般消費者等の安全・

安心を推進している。 
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第
１
表
　
市
町
別
高
圧
ガ
ス
関
係
事
業
所
数

平
成
３
１
年
３
月
３
１
日
現
在

ア
ン
モ
ニ
ア

ア
ン
モ
ニ
ア

以
外

計
ア
ン
モ
ニ
ア

ア
ン
モ
ニ
ア

以
外

計
大
臣

所
管

知
事

所
管

大
臣

所
管

知
事

所
管

福
井
市

1
1

2
1

1
1
0

1
1

4
3

2
9

6
2
0
7
2
1
3
2
4
2
2
8
5

9
3

2
2

1
6

7
7
0
1
0
6
3
4
4
5
4
3

2
0

5
2
5

8
1
6

2
4

5
7
5

5

敦
賀
市

1
1

6
7

7
2
4

1
4

1
7
4

7
5

8
9
1
1
3

2
0

1
1

3
1
0

1
5

5
7

9
2

1
1

4
1
5

5
3

8
1

1
2

小
浜
市

1
2

3
3

6
5

1
8

1
8

2
3

2
9

7
1

4
7

1
2

2
7

4
6

4
4

2
2

1
8

大
野
市

2
2

2
2
4

2
4

2
6

2
8

5
3

3
1
6

2
2

3
3

6
0

2
2

1
1
7

勝
山
市

3
2

2
5

2
1

2
0

2
1

2
3

2
8

1
7

1
7

1
9

3
6

1
1

2
2

2
1

1
5

鯖
江
市

4
7

1
1

1
2

1
2

4
3

4
3

5
5

6
7

3
1

2
1

2
4

2
8

5
3

8
4

7
7

1
7

8
2
5

1

あ
わ
ら
市

3
1

1
1

5
7

3
5

3
5

4
2

4
7

1
1
1

1
1

2
0

3
2

1
2

3
2

2
4

1
1
1

越
前
市

1
5

9
1

1
2
5

4
1

8
9

9
0

9
4
1
1
9

1
7

7
2

3
2
9

4
1

6
7
1
2
5

1
1

3
1
4

8
7

1
5

1
2
6

坂
井
市

1
0

1
4

6
6

3
0

1
4

2
7
6

7
8

9
2
1
2
2

5
5

1
4
8

5
4

5
7
1
1
6

1
7

3
2
0

5
1
6

2
1

5
0

1

市
　
計

5
5

6
5

1
3
1

3
2
1
5
2

8
9

0
1
1
5
8
6
5
9
7
6
8
6
8
3
8
1
5
1

3
1

1
2
0

2
2
2
3
2
3
0
6
6
7
7
1
1
3
4

7
4

1
8

9
2

3
1

5
3

8
4

1
1
2
3
9

7

永
平
寺
町

1
1

1
2

3
1
4

1
4

1
7

1
9

6
6

1
7

2
3

1
1

1
1

6
1

池
田
町

0
2

2
2

2
2

2
2

4
2

南
越
前
町

3
6

6
9

0
2

5
7

7
1
6

3
3

6
9

3

越
前
町

3
2

5
7

3
1
5

1
8

2
5

3
0

2
1

2
4

2
5

1
2

3
9

2
2

2
5

美
浜
町

1
1

1
2

6
6

8
9

3
3

6
9

8
8

1
1

3

高
浜
町

1
4

4
5

4
1

7
8

1
2

1
7

2
2

2
6

1
0

1
3

1
3

1
1

1
2

お
お
い
町

1
4

4
5

5
1

1
4

6
4

1
0

7
7

1
1

4

若
狭
町

1
3

1
1

5
2

2
2

2
2

2
4

2
9

1
7

8
1
1

1
9

1
1

2
1

3
4

8

町
　
計

7
7

0
1
3

1
3

2
7

1
9

6
7
5

8
1
1
0
0
1
2
7

4
1

0
1

2
5
1

5
5

6
4
1
2
3

3
0

1
3
1

5
5

1
0

1
5
3

1

県
　
計

6
2

7
2

1
4
4

4
5
1
7
9
1
0
8

0
1
7
6
6
1
6
7
8
7
8
6
9
6
5
1
5
5

3
2

1
2
1

2
4
2
8
3
3
6
1
7
4
1
1
2
5
7
1
0
4

1
9
1
2
3

3
6

5
8

9
4

1
2
2
9
2

8

計
一
般

冷
凍

計
高
圧

法
の
み

液
石
法
の
み

液
化

石
油

ガ
ス

計

一
般

液
化

石
油

ガ
ス

冷
凍

計
一
般

液
化

石
油

ガ
ス

両
方

計

特
定
消
費
事
業
所

オ ー ト ガ ス ス タ ン ド

保 安 機 関

容 器 検 査 所
一
般

液
化

石
油

ガ
ス

計

事
業
所

　
区
分

市
町

製
　
　
造
　
　
事
　
　
業
　
　
者

販
　
　
売
　
　
事
　
　
業
　
　
者
（
店
　
舗
　
数
）

貯
蔵
所

第
　
１
　
種

第
　
２
　
種

計

一
般

（Ｌ
Ｐ
Ｇ

販
売
を

兼
ね
て

い
る
者
を

含
む
）

液
化
石
油
ガ
ス

冷
凍
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第２表 ガスの種類別高圧ガス製造事業所数（冷凍事業所を除く） 

 

平成３１年３月３１日現在 

ガスの種類 第１種製造者（事業所） 第２種製造者（事業所） 

空 気          ４ ３８ 

酸 素          ３ １４ 

窒 素          ２７ ４３ 

水 素          ― ― 

炭 酸 ガ ス          １４ ８ 

フ ロ ン ガ ス          １ ― 

ア ン モ ニ ア          １ ― 

塩 素          ― ― 

ア ル ゴ ン          １ ２ 

酸 化 エ チ レ ン          １ ― 

塩化ビニルモノマー          １ ― 

ヘ リ ウ ム          ― ― 

プ ロ ビ レ ン          ― ― 

エ チ レ ン          ― ― 

天 然 ガ ス          ９ ３ 

Ｌ Ｐ ガ ス          ７２ ― 

計 １３４ １０８ 

1 第１種製造者とは、１日の処理能力が 100㎥以上（政令で定める「第一種ガス」にあ

っては 300㎥以上）、それ以外のものを第 2種製造者という。 

2 同一事業所で２以上のガスを製造している事業所については、最も処理量が多いガス

または主たる目的のガスに計上した。 
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第
３
表

 
処
理
量
別
・
製
造
形
態
別
製
造
事
業
所
数
（
冷
凍
事
業
所
を
除
く
）

 

平
成
３
１
年
３
月
３
１
日
現
在

 

事
務
所
数

 

  処
理
量
区
分

(㎥
) 

 

空
気

 
 
 

 

液
化

 
 
 

 

分
離

 
 
 

 

Ｌ
Ｐ

 
 
 

 

工
業
用

 
 
 

 

消
費

 
 
 

 

Ｌ
Ｐ

 
 

 
 

ガ
ス

 
 

 
 

ス
タ
ン
ド

 
 

 
 

Ｌ
Ｐ

 
 

 
 

ガ
ス

 
 

 
 

充
填
所

 
 

 
 

Ｌ
Ｎ
Ｇ

 
 

 
 

ガ
ス

 
 

 
 

ス
タ
ン
ド

 
 

 
 

圧
縮

 
 

 
 

空
気

 
 

 
 

充
填
所

 
 

 
 

Ｃ
 
Ｅ
 
の

 

製
造
事
業
所

 
移
動
式

 
 
 

 

製
造

 
 
 

 

事
業
所

 
 
 

 

そ
の
他

 
 
 

 
合

計
 
 
 

 

充
填
所

 
消
 
費

 

0
以
上
～
 

3
0
未
満

 
 

 
 

 
 

７
 

 
１
１

 
 

２
７

 
４
５

 

 
 

3
0
～

 
1
0
0
 

 
 

 
 

 
１
２

 
 

１
８

 
１

 
３

 
３
４

 

 
1
0
0
～

 
1
,0

0
0
 

 
 

 
 

 
２
２

 
 

３
３

 
２

 
８

 
６
５

 

 
1

,0
0

0
～
 
１
万

 
 

２
 

 
 

１
 

 
 

３
 

 
２

 
８

 

 
 
１
万
～

 
1
0
万

 
３

 
２
８

 
２

 
（
※
５
）

 

１
３

 
１

 
 

１
 

４
 

１
 

３
 

５
６

 

 
1
0
万
～

1
0
0
万

 
 

１
０

 
 

（
※
５
）

 

１
６

 
 

 
 

１
 

２
 

３
 

３
２

 

1
0
0
万
～

1
,0

0
0
万

 
１

 
 

 
 

 
 

 
 

１
 

 
２

 

1
,0

0
0
万
～
１
億

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
億
以
上

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

計
 

４
 

４
０

 
２

 
２
９

 
２

 
４
１

 
１

 
７
０

 
７

 
４
６

 
２
４
２

 

１
 
同
一
事
業
所
で
２
以
上
の
製
造
形
態
が
あ
る
場
合
は
、
も
っ
と
も
処
理
量
の
多
い
製
造
形
態
を
当
該
欄
に
計
上
し
た
。（
た
だ
し
、
附
属
冷
凍
を
除
く
）

 

２
 
※
は
充
填
所
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ス
タ
ン
ド
数
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第４表 高圧ガス貯槽数（冷凍事業所を除く） 

 

平成３１年３月３１日現在 

（単位：基） 

貯槽の区分 

(貯槽能力) 

 

ガス名 

３トン 

以上 

 

10トン 

未満 

10トン 

以上 

 

50トン 

未満 

50トン 

以上 

 

100トン 

未満 

100トン 

以上 

 

1,000トン 

未満 

計 

液 化 酸 素          ７ １０   １７ 

液 化 炭 酸 ガ ス          １４ １   １５ 

液 化 ア ン モ ニ ア           ５   ５ 

液 化 水 素 １    １ 

液 化 塩 素      

酸 化 エ チ レ ン           １   １ 

塩化ビニルモノマー            １ １ ２ 

Ｌ Ｐ ガ ス           １１１ ９  １２０ 

液 化 窒 素          ２５ １９ ８ ４ ５６ 

液 化 フ ロ ン           １   １ 

液 化 ア ル ゴ ン          ５ １２ ３  ２０ 

液 化 天 然 ガ ス  １１ ９  ２０ 

計 ５２ １７１ ３０ ５ ２５８ 
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第５表 平成３０年度高圧ガス製造保安責任者試験実施状況 

 

平成３０年１１月１１日 

福 井 工 業 大 学 

種  類 受験者区分 

出願者数 

 

（人） 

 

 

受験者数 

 

（人） 

 

（Ａ） 

合格者数 

 

（人） 

 

（Ｂ） 

 

合格率 

（％） 

（Ｂ／Ａ） 

乙種化学 

全科目受検者 １８ １３ ４ ３０．８ 

科目免除者 ９ ９ ６ ６６．７ 

計 ２７ ２２ １０ ４５．５ 

丙種化学 

（液石丙化） 

全科目受検者 ４４ ３９ ５ １２．８ 

科目免除者 ２１ ２１ １８ ８５．７ 

計 ６５ ６０ ２３ ３８．３ 

丙種化学 

（特別丙化） 

全科目受検者 ３５ ３１ ５ １６．１ 

科目免除者 ２５ ２５ ２１ ８４．０ 

計 ６０ ５６ ２６ ４６．４ 

乙種機械 

全科目受検者 ２２ １８ ６ ３３．３ 

科目免除者 ４ ３ ３ １００．０ 

計 ２６ ２１ ９ ４２．９ 

第 2種 

冷凍機械 

全科目受検者 １８ １４ ７ ５０．０ 

科目免除者 ５ ５ ４ ８０．０ 

計 ２３ １９ １１ ５７．９ 

第 3種 

冷凍機械 

全科目受検者 ５４ ４６ １６ ３４．８ 

科目免除者 １９ １８ １６ ８８．９ 

計 ７３ ６４ ３２ ５０．０ 

計 

全科目受検者 １９１ １６１ ４３ ２６．７ 

科目免除者 ８３ ８１ ６８ ８４．０ 

計 ２７４ ２４２ １１１ ４５．９ 
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第６表 平成３０年度高圧ガス販売主任者試験実施状況 

平成３０年１１月１１日 

                           福 井 工 業 大 学 

種  類 受験者区分 

出願者数 

（人） 

 

 

受験者数 

（人） 

 

（Ａ） 

合格者数 

（人） 

 

（Ｂ） 

 

合格率 

（％） 

（Ｂ／Ａ） 

第１種販売 

主 任 者 

全科目受験者 ２０ ２０ １０ ５０．０ 

科目免除者       １ １ １ １００．０ 

計 ２１ ２１ １１ ５２．４ 

第２種販売 

主 任 者 

全科目受験者 ３１ ３０ ５ １６．７ 

科目免除者       ２３ ２１ ２０ ９５．２ 

計 ５４ ５１ ２５ ４９．０ 

計 

全科目受験者 ５１ ５０ １５ ３０．０ 

科目免除者       ２４ ２２ ２１ ９５．５ 

計 ７５ ７２ ３６ ５０．０ 

 

第７表 平成３０年度液化石油ガス設備士試験実施状況 

平成３０年１２月２日 

福 井 工 業 大 学 

出願者 

（人） 

 

 

受験者 

（人） 

 

（Ａ） 

筆記試験合格者 技能試験合格者 

（人） 

 

（Ｂ） 

筆記試験合格率 

（％） 

（Ｂ／Ａ） 

（人） 

 

（Ｃ） 

合格率 

（％） 

（Ｃ／Ｂ） 

１１ １１ ５ ４５．５ ５ １００．０ 

 

 

第８表 平成３０年度高圧ガス関係免状交付状況 

 

免許の

種類 
乙種化学 

丙種化学 
(液石丙化) 

丙種化学 
(特別丙化) 

乙種機械 
第２種 

冷凍機械 

第３種 

冷凍機械 

第１種 

販 売 

第２種 

販 売 

交付数 

（件） 
１０ 

 ２４ 

（３） 
２８ ９ １１ 

３２ 

（１） 
１７ 

２３ 

（６） 

（ ）書きは再交付・書換で外数 
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第９表 平成３０年度高圧ガス関係申請状況 

（１）高圧ガス保安法 

申 請 種 別 区 分 件 数 申 請 種 別 区 分 件 数 

製 
 
 

造 

新  設 

一 般 

 

液 石 

 

冷 凍 

  ３ 

 

  １ 

 

  ０ 

（
変 

更 

含 

む
） 

完 
 

成 
 

検 
 

査 

製   造 

一 般 

 

液 石 

 

冷 凍 

１１ 

 

  ５ 

 

  ０ 

計   ４ 計  １６ 

変  更 

一 般 

 

液 石 

 

冷 凍 

 １０ 

 

  ５ 

 

  ０ 

貯 蔵 所 

一 般 

 

液 石 

  ３ 

 

  ０ 

計 
 

  ３ 

計 １５ 
 製造保安責任者免状交付 

    〃    再交付 

    〃     書換 

 販売主任者免状交付 

    〃    再交付 

    〃     書換 

 １１４ 

  ２ 

  ２ 

 ４０ 

  ５ 

  １ 

貯 

蔵 

所 

新  設 

一 般 

 

液 石 

  １ 

 

  ０ 

計   １ 

変  更 

一 般 

 

液 石 

  ４ 

 

  ０ 保 安 検 査  ２３ 

計   ４ 合     計 ２３０ 

 

 

（２）液化石油ガス法 

申 請 種 別 件  数 

販売事業登録     ０ 

保安機関認定     １ 

保安機関認定更新  ９３ 

一般消費者等増加認定     ４ 

販売事業者謄本交付     ５ 

販売事業者認定     ０ 

貯蔵施設等設置     ３ 

充てん設備許可     ２ 

液化石油ガス設備士免状交付 ２２ 

 〃     再交付     ８ 

 〃     書換  ９ 

合     計  １４７ 
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第１０表 平成３０年度高圧ガス事故発生状況 

ガスの 

種 類 

事故発生 

日   

事故 

発生 

場所 

事故の概況 

人的被害 

原 因 
死

者 

重

傷 

軽

傷 

窒 素 H30.9.10 坂井市  
蒸発器の出口フランジ付近か

らのガス漏えい 
０ ０ ０ 経年劣化 

フルオ

ロカー

ボン 

H30.10.25 勝山市 蒸発器内部のガス漏えい ０ ０ ０ 経年劣化 

フルオ

ロカー

ボン 

H31.1.8 敦賀市 
蒸発器冷媒側から冷水側への

ガス漏えい 
０ ０ ０ 不明 
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第２章 火 薬 類 保 安         

 

概況 

 火薬類は、土木、採石、鉱山等の事業に使用されているほか、身近なものではが

ん具煙火にいたるまで様々な種類があり、多岐にわたって利用されている。 

 しかし、その取扱いによっては大事故につながる恐れがあり、製造から消費に

いたるまで厳しく規制を行うなど、安全性の確保が強く要求されている。 

 本県においては、県公安委員会と密接な連携のもとに立入検査による法の厳格

かつ適切な運用、さらに、取扱う者自らによる自主保安体制づくりが、事故予防

上重要であることから、危害予防週間を通じ保安意識の啓蒙と普及に努めている。 

 また、許認可については、県では危機対策・防災課の他、奥越農林総合事務所、

嶺南振興局で行っているが、煙火および空包の許可については、平成８年度から

県内各市町（消防本部）で行っている。 

 

 

第１表 火薬類関係事業所等数 

 
平成３１年３月３１日現在 

（単位：件） 

販 売 業 者      

火薬・爆薬および火工品 ８ 

競 技 用 紙 雷 管            ２８ 

合     計 ３６ 

火 薬 庫 

１ 級 火 薬 庫            １４ 

 ２    〃 ０ 

 ３    〃 ２ 

 煙 火  〃 ５ 

  実 包  〃 ２ 

合  計 ２３ 

庫外貯蔵所 

販 売 業 者 所 有 １１ 

そ の 他 所 有 １０ 

合  計 ２１ 
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第２表 銃砲関係事業所数 

業    種 事業所数 

販 売                 １ 

製造（修理・改造のみ）および販売 ３ 

計 ４ 

 

第３表 火薬類（爆薬）の消費量の推移              

  （単位：ｔ） 

業種 

年度 
鉱山 石灰石 土木 採(砕)石 その他 合計 

２４ １３ ５ １３４ ６０ ０ ２１２ 

２５ １１ ４ １ ６２ １ ７９ 

２６ １１ ４ ６８ ５７ ０ １４０ 

２７ １５ ５ ３８７ ６８ ０ ４７５ 

２８ ９ ２ ５０８ ７９ ０ ５９８ 

２９ ９ ３ ６９４ ８６ １ ７９３ 

３０ １２ ４ ８０３ １５２ ０ ９７１ 

 

第４表 火薬類取扱および丙種火薬類製造保安責任者試験実施状況 

種  別 出願者数(人) 
受験者数（人) 

(Ａ) 

合格者(人) 

(Ｂ) 

合格率(％) 

(Ｂ/Ａ) 

甲  種 ７０ ６５ ３１ ４７．７ 

乙  種 １２ １１ ７ ６３．６ 

丙  種 ０ ０ ０       ― 

計 ８２ ７６ ３８ ５０．０ 

 会場：９月２日（日）福井県中小企業産業大学校 

 

第５表 平成３０年度火薬類保安講習関係講習会実施状況 

講 習 会 名 回 数（回） 受講者数（人） 

火 薬 類 取 扱 者 保 安 教 育 講 習 会 ８ ５４１ 

火薬類取扱者保安再教育講習会 １ ７ 

火薬類取扱保安責任者養成講習会 １ ２０ 

煙 火 消 費 保 安 講 習 会 １ ７９ 
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第６表 平成３０年度火薬類許可申請等の状況 

（１）県許可申請等 

区  分 種     別 件 数（件） 

危
機
対
策
・
防
災
課 

譲  受 

火工品のみ ０ 

25kg以下 ４ 

上 記 以 外      ２４ 

譲 渡            １３ 

火 薬 庫 設 置            ０ 

火 薬 庫 変 更            ０ 

火薬庫完成検査（設置） ０ 

   〃   （変更） ０ 

火 薬 庫 保 安 検 査            １０ 

免 状 交 付            ３８ 

免 状 再 交 付            １ 

販 売 営 業            ２ 

計 ９２ 

総
合
事
務
所 

奥

越

農

林

 
 
 
 
 

 

譲  受 

火工品のみ ０ 

25kg以下 １ 

上 記 以 外      １６ 

譲 渡            ２ 

計 １９ 

企
画
振
興
室 

若
狭 

嶺
南
振
興
局 

譲  受 

火工品のみ ０ 

25kg以下 ２ 

上 記 以 外      １２ 

譲 渡            １２ 

計 ２６ 

企
画
振
興
室 

二
州 

嶺
南
振
興
局 

譲  受 

火工品のみ ０ 

25kg以下 ３ 

上 記 以 外      ７ 

譲 渡            ７ 

計 １７ 

合           計 １５４ 

 

（２）市町許可申請等 

区分 

消防(局)本部名 

種   別 
件   数 

煙火消費 空包譲受 空包譲渡 

福    井    市 ６ ０ ０ ６ 

大    野    市 ３ ０ ０ ３ 

勝    山    市 ３ ０ ０ ３ 

永 平 寺 町 １ ０ ０ １ 

嶺 北 消 防 組 合 ５ ０ ０ ５ 

鯖 江 ・ 丹 生 消 防 組 合 ４ ０ ０ ４ 

南 越 消 防 組 合 ５ ０ ０ ５ 

敦 賀 美 方 消 防 組 合 ９ ０ ０ ９ 

若 狭 消 防 組 合 １２ ０ ０ １２ 

計 ４８ ０ ０ ４８ 
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第７表 平成３０年度事故発生状況 

 

発生日 発生場所 区分 状況 被害 原因 

H30.9.12 
福井県 

大野市 

産業 

火薬 

装薬・結線作業中、１．

２ｍの孔に装薬後、天

端部１孔が突然爆発し

た。 

人的：なし 

物的：なし 

削孔中、ジャミング

の発生によりロッ

ドが抜けなくなり、

打撃・回転、フィー

トを繰り返したた

め孔内の温度が上

昇し、装填した電気

雷管が熱せられ暴

発したものと推定

される。 
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